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急性咽頭炎患者 2 年分を対象とし、適格基準に従ってデータを整理し、10 個の
臨床症状に関して検討を行った。  
【結  果】  
急性咽頭炎患者は 585 人で、 420 人が適格基準に適合し解析対象となった。ア
デノウイルス抗原迅速検査陽性は 86 人であった。多変量解析で、1)39.0℃以上
の発熱、 2)鼻汁、 3)扁桃滲出物に迅速検査陽性群と陰性群の間に統計学的有意
差が認められ、これら 3 つの症状いずれも認められない場合陽性率は 10%であ
った。  




とが示唆された。本研究では Polymerase Chain Reaction 法などのゲノム増幅
検査は行われていないが、本研究で使用した迅速検査キットは感度 91%、特異
度 100%と検査特性は高いことを Fujimoto らが報告している。 Tsutsumi らは、









【結  論】  
39.0℃以上の発熱、鼻汁、扁桃滲出物といった臨床徴候に着目することが、無
用な検査の回避、効果的な検査に繋がると考えられる。  
